
 

 

平成28年７月20日 

こ ど も 部 会 

 

明石市地域自立支援協議会 こども部会 提言・発表 

「 今 か ら で も 遅 く な い 。 わ た し た ち に で き る こ と 」 

～ 地 域 で 支 え る 、 み ま も る ～ 

 

 

(１) 「 こども 」たちがしあわせに暮らすために、わたしたちにできることを 

考えてほしい。 
 

(２) 小さくても、一歩を踏み出してほしい。 

 

 

・ < こども部会 > の取り組み と 前回(平成27年11月18日)のふりかえり 

 

 

 

 

 

 

１．主に発達障がいのあるこどもたちが通所する < 児童発達支援事業所 > の役割 

 

 

 

 

 

 

２．障がいがあるこどもを育てる中でのお母様からきいた ちょっといい話 

 

 

 

 

 

 

３．明石に住むみなさまからのメッセージ 

 

 

 

レ ジ ュ メ 



 

 

平成28年７月20日 

こ ど も 部 会 

 

明 石 市 地 域 自 立 支 援 協 議 会  こ ど も 部 会 

平 成 2 8 年 度  提 言 ・ 発 表 骨 子 

 

 

１．テーマ 

 ・「 今 か ら で も 遅 く な い 。 わ た し た ち に で き る こ と 」 

～ 地 域 で 支 え る 、 み ま も る ～ 

 

 

 

２．ねらい・目標 

(１) 「 こども 」たちがしあわせに暮らすために、わたしたちにできることを考えてほしい。 

(２) 小さくても、一歩を踏み出してほしい。 

 

 

 

３．発表への基本的な考え方・主な論点 

(１) <明石市地域自立支援協議会(全体会)>の委員は、地域・団体の代表であり、「オピニオン

リーダー」としての役割が大きいことから、こどもたちを取り巻く現状を正しく知ってほ

しい。 

 

(２) 前回(昨年度)(平成27年11月18日)に行った<こども部会>の提言・発表の後、それぞれの委

員の立場、地域の住民の立場からどのような取り組みをされたか振り返ってほしい。 

 

(３) それぞれの委員の立場、地域の住民の立場でできることを知ってほしい。 

 

  (４) それぞれの委員の立場、地域の住民の立場で、一歩を踏み出してほしい。 

 

(５) こどもを育てるために大人・地域は何ができるのか、育ちに大切な「こと」・「もの」を

考えてほしい。 

 

(６)「 ソーシャル・インクルージョン(社会的包摂) 」をともに考えたい。 

 

(７) 発表は限られた時間であるため、戦略的・段階的に理解を促し、わたしたちが一歩を踏み

出すためのきっかけをづくりを行い続け、第３回目の発表へつなげたい。 

 

 

発 表 骨 子 
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